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発見のためのビジネス・サファリ
―ビジネス教育用アクティブ・ラーニング手法―
1．はじめに
本小論の目的は，ビジネス教育におけるアクティ
ブ・ラーニング手法として開発した「ビジネス・サ
ファリ」というフィールドワーク的探検プログラムの
なかから初学者に適した問題発見型ビジネス・サファ
リを紹介することにある。問題発見型ビジネス・サ
ファリは，学生達が，ふだん特に意識することがない
日常を意識し，五感を駆使して現実を認識する感覚力
を養い，日常に潜む謎や驚きから探求すべき事象（獲
物＝トロフィー）を発見（狩猟）し，その発見を比較
したり，関係性を探ったりすることにより，その発見
をより深くビジネスに関係する事象として理解してい
く知覚力を養う機会を提供する。参加者である多様な
バックグラウンドを持つ多数の学生達が，必要最小限
の準備で，探検＝サファリという心躍らせるロマンの
ある活動として実行できるように工夫したことに特徴
がある1）。
以下，第2節では，まずアクティブ・ラーニングに
おけるビジネス・サファリの有用性を議論し，第3節
ではビジネス・サファリの開発の経緯と参考にした諸
資料を紹介する。第4節は典型的なビジネス・サファ
リの実施手順であり，第5節はこれまでの実例であ
る。最後はまとめと将来課題である。
2．アクティブ・ラーニング教育とビジネス・サ
ファリ
文部科学省によれば，アクティブ・ラーニング（以
下 AL）とは「教員による一方向的な講義形式の教育
とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修する
ことによって，認知的，倫理的，社会的能力，教養，
知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学
習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれる
が，教室内でのグループ・ディスカッション，ディ
ベート，グループ・ワーク等も有効な AL の方法であ
る」としている。アクティブの意味は能動的という意
味で使われており，自分から学び，議論し，教えあう
ことの重要性を意識している。ビジネス・サファリ
は，教室外体験活動であることから，アクティブを行
動という意味でも使っている。
そもそも AL が必要であるという理由には，知識化
社会というイノベーションにより急激に変化する現代
社会に適応していくためには，知識量を重要視するの
ではなく学び続ける姿勢が重要であり，問題発見・問
題解決型思考力の必要性が増大しているという認識が
根底にある。このため，大学改革の必要性が議論さ
れ，そのために要請されている3方針は，学位授与，
教育課程編成・実施，入学者受け入れの方針であり，
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入口から出口までの全域にわたる教育の質保証と向上
が求められている。そういったなかで，いわゆる座学
による一方向の知識を与える指導方法から，AL など
により知識を使いこなし能動的に学ぶ双方向の指導法
の導入が，学び続ける姿勢を促進するために重要であ
ると言われている。
では，実際に学生や大学がそういった状況にどう対
応しているのであろうか。ベネッセ教育総合研究所が
2008年から4年おきに行っている「大学生の学習・生
活実態調査報告書」の最新版である2016年版をみる
と，興味深い事実を垣間見ることができる2）。
まず表1によると，大学改革に関して学生の関心は
低い。大学の理念に関しては，4割弱の学生が知らな
いと回答している。しかし，学部・学科のアドミッ
ションとカリキュラム・ポリシーで5割弱，同ディプ
ロマ・ポリシーに至っては6割弱の学生が知らないと
回答している。
表2で，勉学に関する一週間あたりの平均時間利用
をみると，大学の授業（13.1時間）が最も多いものの
前回調査の4年前と比較して減少，一方でアルバイト
（6.5時間）は3番目に多い項目であり，かつ前回調査
から増加となっている。つまり，おおざっぱに見る
と，大学に行くかわりにアルバイトを増やしたという
見方ができる。単位制は授業時間相当の予習と復習を
行うことを前提にしているとすれば，予習復習の時間
数（2.8時間）はあまりにも少ないし，前回調査から
微減ということは改善の兆しがないことを示してい
る。
表3によれば，学生の教育観に関して，「あまり興味
がなくても，単位を楽にとれる授業がよい」とする学
生が6割強おり，かつ前回から増加している。また，
前回から少し減少しているが，「教員が知識・技術を
教える講義形式の授業が多いほうがよい」とする学生
がほとんどで8割弱いる。また，「大学での学習方法
は，大学の授業で指導をうけるのがよい」と考える他
力本願な学生が増加傾向で5割を超えた。
一方，授業経験に関して，AL 化は進展しており，
グループワーク，プレゼンテーション機会，ディス
カッションは半数以上が経験し増加傾向，教員との双
方向授業も半数を超え微増している。
これらのデータから読み取れることは，大学の多く
はすでに AL 的な授業を導入しているが，学生は必ず
しも歓迎していない状況である。従来型の座学の講義
がよいとする学生は少し減少しているものの，8割弱
の学生は受け身の座学の講義を好み，6割強の学生に
表1　学生の大学改革に対する関心度
大学改革に関して「知らない」という回答（％） 2016年
大学の理念 38.9
学部・学科のアドミッション・ポリシー 47.0
学部・学科のカリキュラム・ポリシー 46.2
学部・学科のディプロマ・ポリシー 59.3
資料： 第3回 大学生の学習・生活実態調査報告書　ダイジェ
スト版［2016年］
表2　学生の週当たり平均時間利用
一週間あたり平均時間 2016年 前回調査からの差分（Δ はマイナス）
授業出席 13.1 Δ1.4
インターネット・SNS  8.6 Δ0.1
アルバイト  6.5  1.2
TV/DVD  6.0 Δ0.4
友人と会う，遊ぶ  4.7 Δ0.3
予習・復習  2.8 Δ0.1
サークル・部  2.7  0.4
授業以外自主学習  2.4 Δ0.1
社会活動  0.5  0.3
資料：第3回 大学生の学習・生活実態調査報告書　ダイジェスト版［2016年］
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とって，興味はなくとも単位修得が容易な講義がよ
い。AL 授業が単位を取りやすいかどうかという問題
はあるが，予習・復習と積極的授業参加が必要である
とすれば単位修得が容易であるとは考えにくいから，
授業に行く時間を削ってアルバイトに精を出している
学生が AL 授業を積極的に歓迎しているとは考えにく
い。
総じて，学生の学習は浅い傾向を持っている3）。浅
い傾向とは，単位を取ることや試験にパスすることし
か考えていない，予習をせずに不十分な事前知識のま
ま授業に参加する，事実を記憶するだけの学習で終
わっている，教育に対してシニカルな見方をする，学
習の仕方がわからないという学習へ強い不安といった
傾向を持つことを言う。自分の興味や目的をもって能
動的に授業に参加するような深い傾向を持つ学習に誘
う必要がある。
こういった学生達を前提にして AL 授業を進展させ
ていくためには，学生が自らやる気になり，やってみ
ると没入し，自律的な学習を始動・継続し，さらに学
生間でコミュニケーションを取りながら議論し，教え
合うことを促すプログラムを提供することが重要であ
る4）。通常，AL 的学習方法といえば，体験学習，調
査学習，グループ・ディスカッション，ディベート，
グループワークなどを考える。しかし，こいうったパ
ターン化された学習方法を導入するだけでは十分では
ない。油断していると，AL におけるこういった手法
の多くは雑談で終わり，能動的学修にはほど遠いもの
となりやすい。
繰り返し紹介される AL の成功例として，加藤
（2012）による「縄文の犬」がある。縄文時代の遺跡
を発掘すると，多くの動物の骨はバラバラに出土す
る。ところが，犬だけ骨格が残っていた。この事実を
示し，生徒達に議論させると犬の埋葬に気付き，犬の
家畜化が行われていた事実に到達するという AL 授業
である。きちんと埋葬された犬とそうでない他動物の
骨という対比の効いた実例による「驚き」を契機とし
て AL 授業を進行していくわけである。この「驚き」
をスタートポイントとするという点は重要であるが，
縄文の犬の場合は教師が提供する驚きとなっているこ
とに限界がある。ビジネス思考の標準の観点からの要
請として，日常における発見をビジネスに関連する事
象として意識し，感じ取る感覚力と知覚力が重要とな
る5）。つまり，学生に驚きを与えるのではなく，学生
が自分で驚きを発見する能力を開発する機会を与える
ことが重要であり，ビジネス・サファリという探検は
その手段として利用できる。
探検の探は見つけたいものをさがすことであり，検
は調べることであるから，発見をして調べることを意
味する。問題発見は問題解決の前段階である。しか
し，従来の講義形式の授業では，発見は所与であった
表3　学生の教育観
学生の教育観：「とても当てはまる」と「まあまあ当てはまる」の合計（％） 2016年 前回からの差分
あまり興味がなくても，単位を楽にとれる授業がよい 61.4  6.6
教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい 78.7 Δ4.6
大学での学習の方法は，大学の授業で指導をうけるのがよい 50.7  6.8
資料：第3回 大学生の学習・生活実態調査報告書　ダイジェスト版［2016年］
表4　授業経験
経験がある（％） 2016年 前回からの差分
グループワークなどの共同作業をする授業 71.4 12.3
プレゼンテーション機会を取り入れた授業 67.0  9.4
ディスカッションの機会を取り入れた授業 65.7 11.5
教員との双方向のやりとりがある授業 50.8  0.3
資料：第3回 大学生の学習・生活実態調査報告書　ダイジェスト版［2016年］
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り所与の情報であったりすることが多い。課題解決の
手法にはいくつかの定石あるいはフレームワークがあ
るから，問題発見ができれば手法の取捨選択となる。
もちろん，発見にもいくつかの発想法が存在するが，
そうであっても分析者の感覚力，知覚力，そして感性
が必要である。したがって，それらを磨く術が必要で
あり，経験が必要となる。
確認しておくと，ビジネス思考で重要なのは，日常
における驚きをビジネス事象と関連づけて読み取る力
である。「縄文の犬」のように教えるサイドが「驚き」
を提供するのではなく，学生が自分の実体験の中から
「驚き」（カルチャーショック）を感じ取る力であり，
ビジネス・サファリはそれを実現する可能性を持って
いる。
3．ビジネス・サファリの開発
フィールドワークは人類学そして社会学において多
用され，優れた1次資料の入手方法として発達してき
た。そして，その方法論はそれだけで一冊の書物を書
けるほど確立している。その応用に関してもマーケ
ティングや経営学の分野において，行動観察（エスノ
ロジー），ビジネスケース・ストーリー，ビジネスモ
デルといったものに活かされている。だが，ビジネ
ス・サファリはそういったフォーマルなフィールド
ワークではなく，これまでに筆者らが手探りで実施し
てきた非専門家用のフィールドワーク的教育体験を
ベースにしたものである。具体的には，専修大学のユ
ニークな課外講座であった HEIB 講座，国際交流セン
ターの BCL プログラム，そして専門ゼミナールの経
験がベースとなっている6）。それゆえ，応用範囲は広
く，低予算・少担当者・少時間・多学生といった環境
でも実行可能であり，対象となる学生特性や対象とな
る事象もはば広いものである。
専修大学 HEIB 講座は，1980年に4年制女子大学生
の社会進出を促進する目的で創設された。創設当時は
4年制の女子学生が少なく，就職も困難な時代であっ
た。HEIB とは，企業内の消費者問題専門家という資
格であるが，企業に在籍することが前提である。した
がって，通常の資格試験講座（受験対策）とは異な
り，消費者問題を中心としたビジネス全般に関する素
養を高めるための講座（教養講座）であることが特徴
であった7）。
HEIB 講座のカリキュラム・マネジメントは非常に
困難であった。当初，担当教員は完全なボランティア
であり，担当事務職員も専任ではなく兼任が1名とい
う状況であった。受講生も課外であるため変動が多い
上，シェークスピアを勉強している文学部の女子学生
と，すでに簿記検定に合格している商学部の女子学生
とでは，社会に対する意識の差は大きく，消費者問題
を議論してもかみ合わない状態であった。また，課外
であることから正課の学習に必要な時間を浸食するこ
となく，余った時間を配分することが前提で，多くの
時間を費やすことを要求はできない講座であった。そ
のような状況でも，菓子，化粧品，洗剤，入浴剤など
身近な商品を対象としたテーマを選択し，関連する業
界の社会人講師を招聘して講演会を行い，関連する業
界の会社・工場見学を行った上で合宿においてグルー
プ研究を行い，コンペティション型式の研究発表会を
行うというカリキュラムは非常に有効なプログラムで
あった。
BCL プログラムは，国際交流提携校からの短期留
学生に開講している日本理解プログラムである8）。こ
こで採用されているフィールドワーク的課題も HEIB
講座同様，多様なバックグラウンドを持つ学生を対象
としていることと，準備に時間をかけられない点で共
通した性格を持っている。BCL プログラムは，9月か
ら12月にかけて，全世界の国際交流提携校からの短期
留学希望者に対して，午前中に日本語の集中授業，午
後に日本のビジネスと日本文化を英語で講義するプロ
グラムである。留学生には，自分の興味のある日本に
関するテーマでフィールドワーク的調査をすることが
要求されている。日本語能力が高くない外国からの留
学生であると同時に母校での専攻も多様な学生が，ほ
とんど経験のないフィールドワークを日本で行うとい
うものである。実施にあたっては，日本人学生がアシ
スタントにつくものの，彼らも決してフィールドワー
クの専門家ではないボランティア（付き添い役）であ
る9）。
このような様々なフィールドワーク的教育活動を参
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考にして，ビジネス・サファリを開発するに至ったわ
けである。以下では，特に参考にした米国で開発され
たシティ・サファリ，代表的な日本のフィールドワー
ク入門書のいくつか，そして考現学やタウンウォッチ
ングとストリートウォッチングを紹介する。
（1）シティ・サファリ：子供用ではもったいない
シェーファー＆フィールダー（1989）が開発したシ
ティ・サファリは，米国の子供用環境教育プログラム
である。副題は「子供の都市探検のためのガイド」と
なっており，子供達が都市探検することにより環境教
育を楽しく勉強するプログラムである。都市をシステ
ムとして捉え，子供達が五感を使って街を感じ取る力
を磨くことをベースに環境に対する意識を喚起するプ
ログラムである。
五感とは，視覚，聴覚，触覚，味覚，嗅覚である。
五感の使い方を練習し，探検対象を決め，担当を決め
たグループで探検，探検対象の地図を作製し，それを
ベースにすごろくのようなゲームを作製したり，テレ
ビ番組仕立ての発表を作成して発表したりする10）。
探検対象は多様であり，例えば自動車に貼ってある
ステッカーであったりする。米国の自家用車のバン
パーには，色々な意見や主張を書いたステッカーを貼
る習慣があり，それを題材にしたシティ・サファリを
考えることができる。生徒は，地図をみて，街を分割
し，実際に足を運んでそれぞれの街区に自家用車が何
台駐車しているか，ステッカーは何枚あるか，ステッ
カーにはどんな種類のものがあるか，ステッカー以外
に気がついたものはあるかなどを記録，教室に戻っ
て，集計，図表化，グループ・ディスカッションをし
て発表する。単なる発表会だけではなく，すごろくの
ような街ゲームやジオラマで立体的地図を作製した
り，シティ・サファリをテレビ番組仕立てにしたりし
て発表する。さらに交通を手がかりにして，交通手段
の種類や時間における手段や利用者の変化，標識，信
号，交通案内，そして環境影響へと視野を広げていく
わけである。
こうした活動からは，「探検にいくぞ！」という教
室外活動に，子供達は目を輝かせて，シティ・サファ
リを計画し，実行する姿を想像できる。こういったプ
ログラムを子供用にしておく手はない。子供用教材の
良いところは，フィールドワークの準備をおおげさに
するわけに行かないことから，準備の負担が少ないこ
とである。後述するように，我々の目的には，正式な
フィールドワークは準備や実施に時間がかかりすぎ
る。その点，シティ・サファリは子供を飽きさせない
工夫があり，多様なバックグラウンドを持つ HEIB 講
座の女子学生や BCL の外国人留学生に最適であると
考え，学生用にアレンジして実行してきた。
（2）入門書：とはいえ専門的過ぎる
菅原（2006）は，彼が指導した学生達が実際に行っ
たフィールドワークの記録を読むことができる貴重な
入門書である。その中で，京都大学で担当していた
フィールドワーク入門の通年講義（2コマ連続＝週3時
間；1999年～2002年度）を紹介している。この入門講
義は，日常の片隅から「謎」を発見し，フィールド
ワークを実行するものである。まず前期講義で，その
「謎」をどうやったら解き明かすことができるのか綿
密な調査計画を立て授業で発表し，受講者全員で議論
する。夏休みに実際のフィールドワークを行い，後期
に1人1時間程度の発表と30分の討論を行う。そして，
討論の内容を取り入れたレポートを年度末に提出する
というものである。もし，このような講義を専修大学
の規模で行うならば履修者は300人を超す可能性があ
るから私学（マンモス校）では，物理的に開講は不可
能である。
佐藤（1992）も示唆に富む，優れたフィールドワー
ク入門書である。彼は，「フィールドワークは，テク
ニックというよりは「技（わざ）」としての性格が強
い。一種の見習い修行は不可欠のプロセスである」と
書いている。ビジネス・サファリがターゲットとして
いる短期・単発型のフィールドワークを，ワンショッ
ト・サーベイあるいはヒット・エンド・ラン方式と呼
び，「一回やってしまえばそれで終わり」と手厳し
い。しかし，フィールドワークの定義について，調べ
ようとする出来事の起きているその「現場」（＝
フィールド）に身をおいて調査を行う作業（＝ワー
ク）一般をさすと考えてよいと言うからには，ビジネ
ス・サファリが否定されるわけではない。また，恥知
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らずの折衷主義者でなければフィールドワークはでき
ないと明言している点も重要である。厳格な純粋主義
では現実と向き合うことは困難であり，当面利用可能
な情報や知識を総動員して柔軟に考え抜く姿勢が強調
されているから，制約の中で最善を尽くす姿勢が重要
となる。
フィールドワークを通して集められるデータの多く
は「1次資料」，つまり調査者が自分の五感を通した体
験をもとにした資料としての価値は，誰かが書いた本
やその他資料等にもとづいた2次資料とは根本的に異
なることを強調している。また，フィールドワークを
野良仕事と訳すと無駄の多い作業であることを意味す
るとも述べている点は重要なポイントである。フィー
ルドワークで何日もかけた調査が，2次資料では数行
で済まされることもあるから，何が重要かということ
を常に意識しておく必要がある。
佐藤（1992）はフィールドワークの実際を説得的か
つ分かりやすく書き出している点が優れている11）。は
じめに何らかのカルチャーショック，あるいは日常の
謎をベースにする。その謎に関して，すでにある程度
分かっていることを土台（根拠）にして，まだよく分
かっていないことについて実際に調べてみる。そし
て，その謎をさらに明らかにするための見通し（仮
説）を立て，調査してみる。その調査によって，調べ
ようとしている問題は，どの程度明らかになったの
か。そして，どういう手順で，また，どういう根拠で
それが明らかになったのか。明らかになったことは，
はじめの予想と同じだったか。もし，見通しと違って
いたとしたら，どのように違っているのか。そして，
どうしてそんな違いが出てきたのか。調査をはじめる
前に思いもよらなかったような発見はなかったか。ま
だ分かっていないことはどんなことなのか。それを明
らかにするには，どのような情報・データをどのよう
な手順で集めればいいのか。そうすれば，どんな結果
が出ると予測できるのかといったマイルドな仮説検証
的な作業がフィールドワークであるとしている12）。
（3）考現学から，タウンウォッチング・ストリート
ウォッチングへ
今（1987）による考現学は，必ずしもフォーマルな
学問と位置付けられているわけはないが，興味深い
フィールドワーク的活動である。関東大震災後にバ
ラックが建ち並ぶ風景を機に始めた風俗研究である。
路上の事物を観察することで庶民の生活を浮き彫りに
していく活動であり，学というよりは評論に近いもの
と考えることができる。当初の研究は，人類学の影響
が強いものであった感があるが，その後の赤瀬川
（1986）の路上観察学といった展開では，珍しいもの
や奇異なものを発見したり，観察して楽しんだり，そ
れ自身が一種の表現方法となる方向へと変化してい
る。そういった展開の中でも，特にマーケティング的
視点を持った博報堂（1985）のタウンウォッチング，
心理学的視点を持った小林（2010）のストリート
ウォッチングは，ビジネス・サファリとの親和性が高
く，開発に参考となった。
タウンウォッチングでは，「街はビジネスの学校だ」
というキャッチフレーズのもと，タウンウォッチング
によって産業構造変化，消費構造変化といった現象を
観察できるとしている。ビジネス観察という点から，
分類や命名に関して示唆に富む資料である。
タウントレンド発見法として，明智型（探偵型），
彦星型（定点法・時系列型），ガリバー型（空間的比
較型）を提唱し，複眼的な観察を促している。また，
タウントレンド鑑賞法として，ヒト，モノ，マチに注
目し，街の構造論として，駅前の新市街地と旧街道沿
いの旧市街地，そして郊外型ニュータウンの違い，デ
パートの創業が呉服屋系か新興か，駅前型商店街が過
密化・混雑・渋滞・画一化していくなかで，街外れ，
裏通りが個性的の店の点在することにより，街の拡散
化現象への注目を促し，バウムクーヘン三層構造が形
成されるとしている。つまり，駅やデパートを核とす
る中心街，それを取り巻く歓楽街，さらにそれを取り
巻く駐車場，洗濯屋などのサポートサービス街を持つ
のが典型であるとしている。そういった典型例に変化
をつけるのが，地理的要因やヒトを惹きつけるポンプ
アップショップの存在，透過性・迷路性を持ちつつヒ
トを集めるスポンジ・ショップの存在といった様々な
要因によるヒトの流れであり，一方向の大動脈型，多
くの脇道を持つ毛細血管型，回廊を持つ循環型などを
考えることができるとしている。
47発見のためのビジネス・サファリ
店舗の分類として，生活密着型のウィークデイ
ショップ，生活充足型のウィークエンドショップ，高
主張型のニューライフスタイルショップ，高感度型の
エキサイティングショップ，情報発信型のハイテク
ショップ，超流行型のハイグレードショップ，流行先
端型のハイファッションショップといった分類を提唱
している。それらの立地・配置による類型化により街
を分類し，カルチャー，サブカルチャー，コミュニ
ティー，ウィークデー，ウィークエンド，ファミリー
ニーズ，パーソナルウオンツを充足させる街としてい
る。
小林（2010）のストリートウォッチングは，心理学
的要素を取り入れているのが特徴である。心理学を手
がかりにしたフィールドワーク的観察を行うものであ
り，ビジネス・サファリの観点からは，消費者行動の
観察に示唆に富む資料である。
食欲，睡眠欲，性欲が三大欲求としてあげることが
できる。食べ物の匂いが誘う食欲や，誰かの腹減った
発言による暗示効果，電車で座っている乗客の睡眠や
あくびの連鎖，美しい女性やかっこよい男性をみると
振り向くといったヒトの行動を支配するものに着目す
る。
集団心理や同調行動により，周囲のヒトと同化した
行動を取るため，特定箇所にアベックが集まったり，
同じファッションや行動をする集団が形成されたり，
行列や人だかりにヒトが吸い寄せられたりする。欲望
と逃避の二面性で思わず走りたくて走ってしまう現
象，探求心を刺激されてモニュメントや風変わりなも
のに立ち止まってしまう現象，好奇心や競争心を刺激
されて野次馬が集まる現象など街におけるヒトの行動
を観察することができる。
観察軸もたくさん紹介している。時間，場所，年
齢，性別，姿勢がある。視覚では，視点の高低では，
150センチメートル程度の目線を中心とした上下にお
ける世界観の違いの観察を紹介している。
観察後の資料整理のアイデアとして，街のスナップ
写真に想像でアテレコをつけるというものが興味深
い。アテレコとは「当てレコーディング」のことで外
国映画に自国語の台詞を当てはめて録音することを意
味し，ここでは1枚のスナップ写真に写っているヒト
に想像で台詞をつけるものである。複数の人間が異な
るアテレコをつけることにより，深い観察を促すもの
である。あるいは複数の写真を4コマ漫画風に並べ
て，ストーリーを作るアイデアも紹介している。シ
ティ・サファリで TV 番組を作製するアイデアがある
が，それらより簡便であると同時にストーリーを考え
るためには，何らかの予想（仮説）とその検証あるい
は根拠の提示が必要となるため，良い訓練である。
こういった文献を参考にしつつ，現場における多く
の失敗といくつかの成功の積み重ねという試行錯誤の
成果がビジネス・サファリである。
4．ビジネス・サファリの実施手順
ビジネス・サファリは，対象としている学生の現実
を直視しており，子供用のシティ・サファリのアイデ
アを大学生用に換骨奪胎したものとみることができ
る。子供用ということの長所は，実施にあたって多く
の準備や工程管理を必要としないことである。さら
に，集中が切れやすく，飽きやすい子供を対象として
いるため，様々な工夫がある。また，探検＝サファリ
というロマンで興味をつなぎ止めている。探検という
ロマンは子供だけのものではなく，気づきさえあれば
日常に謎を発見し，その理由を知りたいというドライ
ブは誰でも持っている。ビジネス・サファリは，教室
で学んだ経済・経営・商学等の理論を実際に利用する
機会となるため，教室での学習の有用性を再認識する
ことになる。
以下の予行練習は，すべてを実行する必要はなく，
実際のビジネス・サファリのターゲットにより，必要
なものをピックアップすれば良い。場合によっては，
現地に行く途中で実施することも，現地で開始前に実
施することもできる。ここで，予行演習としなかった
のは，それが持つ定型的な成果の準備というニュアン
スを避けるためであり，より自由な発想のための準備
活動として予行練習という言葉を選択した。
4-1．感覚力の覚醒
出発点は，五感を研ぎ澄ますことで自分の感覚や感
性を大事にすることである。そして，五感により感知
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したものを言葉にすることにより，感覚力を育成する
ことは，語彙を増やし，説明力を向上させる。さらに
認識した事実を持ち寄り，それを意味づけする分析に
より知覚力を育成することになる。その過程で，他者
との対話や討論，情報共有により，コミュニケーショ
ン能力も向上させることができる。
（1）五感を研ぎ澄ます予行練習
①安全に留意して，ペアで行うか，あるいはグルー
プで順番に担当を変化させながら行う。教室で行
うこともできるが，学生ラウンジや学生食堂など
でやると良い。お互いに説明しあう際に，ボキャ
ブラリーを豊富にすることを意識させる。
②聞く：目を閉じ，まわりの音を聞き，違う音がい
くつあり，ひとつひとつの音が何の音か言い，ど
ういう音かを説明する。
③触れる：目を閉じたまま，周囲のものに触れ，触
れたものが何か言い，どういう物かを説明する。
④臭いを嗅ぐ：目を閉じたまま，本の匂い，鉛筆の
匂いなどを嗅いでみて，匂いの違いを説明する。
⑤見る：目を開けて見回し，ある目に入ったモノの
形・大きさに注目し，それが何色か模様がある
か，そのモノの説明をする。それと似たもの，違
うものをさがしてみる。さらに部屋全体の形や大
きさをみる。
⑥味わう：種類の異なる固形のお菓子などを用意
し，それが何か分からないようにして目を閉じた
相手にわたす，渡された方は，上記の「③触れ
る」「④臭いを嗅ぐ」活動の後に，実際に食べて
味を説明する。食べる際にどのような音がするか
も説明する。次に，目を開け，「見る」活動をし
てから，鼻をつまんで臭いを嗅ぐことができない
状態でも試してみる。食物を感じる舌の場所によ
り味わいを比較する。飲み物を用意して同様な活
動を行う。その際に，コップの形を変えたり，ス
トローを使ったりした場合も比較する。やけどな
どをしないように気を付けて，食物・飲料の温度
を変化させて味わってみる。
さらに，上記の活動のなかで，屋外で実行すると興
味深いものを選択し，実際に屋外でやってみる。
（2）変化を観察する
部屋の中を見回し，部屋の中で変化しつづけている
ものを見つける。入る前の部屋と，入った後の部屋で
は何が変化したか。この部屋でコントロールできるも
のは何か。この部屋の中に変更したいものはあるか。
ある場合，どのようにすれば変更できるかをメモす
る。
変化を発見するためには，大きさ，形，色，手触
り，数，毎日変わるもの，長期に変わらないもの，他
のものに変化するもの，他のものを変化させるもの，
自然を原因にして変化するもの，人間の活動で変化す
るものを意識する。
教室外では，通勤・通学路の途中で観察を行い，メ
モをとる。電車やバスの乗車時間や乗車する位置を変
えて，新しいもの，知らなかったものを発見する。通
勤・通学の電車・バスが比較的空いている時にある特
定のシートあるいは場所に関して，乗客数，乗客の年
齢構成，人種，ファッション，行動（スマートフォ
ン，読書，睡眠，飲食，会話，その他）のワークシー
トを作製し，メモ（自筆，写真，スケッチ）する。た
だし，車内トラブルに気を付ける。
視点を変化させ，通勤・通学の足下に注意し，どん
なものがあるか記録する。目の高さを変化させ，台に
なるものの上にのっていつもより高い視点で観察し，
普段の目線の状況と比較する。
（3）街角で観察する予行練習
ある特定の街角やキャンパスの場所で，通行人の特
性（人種，性別，年齢，グループ・家族構成，ファッ
ション，髪型やメイク，持ち物，職種予想），通行人
の到達手段，法的あるいは暗黙の通行規則（エレベー
ターの立ち位置，歩行者は左右どちら通行）や標識，
規則や標識を守らない通行人はいるか，何に違反して
いるかなど，ワークシートを作製しメモする。通行の
邪魔にならないように気を付ける。写真を撮る場合
は，プライバシーに気を付ける。
（4）商店街で観察する予行練習
身近な商店街あるいは商店街の特定区間や特定業種
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に限定した地図を作製する。店舗立地，店舗タイプ
（経営・規模・歴史），人流分析（交通特性，通行人特
性，購入者特性），商店街全体のイベント，個別商店
の看板，チラシ，ポスター，従業員特性，営業時間，
商品構成・価格，営業時間前後の商店街との対比など
ワークシートを作製しメモする。営業の邪魔にならな
いように気を付ける。写真を撮る場合は，プライバ
シーに気を付ける。
（5）予行練習後の作業例：比較と関係性
記入したワークシートの集計，精査，データ化，図
表化を行うことにより比較する。写真にアテレコを行
う。1枚の写真やスケッチに吹き出しを作製して，状
況を表現する。4枚の写真やスケッチで，四コマ漫画
風にストーリーを作製することにより関係性を考え
る13）。
以上の予行練習は，ペアやグループで行う事が有効
であるが，1人で実行することも可能であり，かつ準
備もおおげさなものではない。
（6）予行練習のためのフォーマット
五感を研ぎ澄ます予行練習を行う上では，下記の
「五感を研ぎ澄ます予行練習シート①，②」のフォー
マットを活用するとよいだろう。最初に2～3人でひと
組に分かれてもらい，フォーマットに記載されている
調査手順を説明していく。観察場所は，大学であれば
食堂やカフェテリア，図書館，中庭，売店やコンビ
ニ，教室，PC などが設置されている情報端末室な
ど，グループごとにできるだけ異なる場所で行った方
がよい。1セット10～15分程度でできるので，2人ひと
組であれば30分程度でできる。終了したら全員が戻っ
て，自分が観察者になった時のシートを見ながら，各
自の練習結果や感じたことを報告する。
筆者らが取り組んだケースでは，教室だけでなく，
食堂や図書館，情報端末室，校舎の屋上，裏庭，事務
課の前，喫煙スペース，なかにはエレベーターの中に
入って動くがまま上下に階を移動しながら観察した
り，証明写真を撮影する機械の中に入って，写真も撮
らずに中で観察したりする者もいた。こうした観察場
所を自分なりに工夫するのもいいだろう。食堂では，
学生たちの笑い声や食べ物の臭いを感じることができ
るし，図書館では本の臭いを感じたり，ページをめく
る音，ひそひそ話などを耳にしたりするだろう。中庭
や裏庭に立てば，風の音や雨音，鳥のさえずりなどを
感じられるだろう。遠くに見える建物や近くのベン
チ，昼寝をする野良猫，コンクリートの手触りや草花
の色や香りなど，あらゆるものを感じたままに表現す
ればよい。校舎の屋上に立って「今日は風が強かった
ので，音階で言うとドレミファソのソぐらいの音だっ
た」と表現する学生もいた。エレベーターの中に入っ
て観察した学生は「ドアが開くと，各階によって臭い
が違う。特に学食のある4階はすぐにわかる」とか
「誰かが乗ってくると，その人の臭いがする」と表現
していた。変化の観察では，雲の流れや人の動きを表
現できるだろう。「学食で会話する学生たちの表情
は，笑ったり驚いたりと変化している」だとか「空を
見上げるとカップルの鳥が3組飛んでいて，それが
くっついたり分かれたり，別のカップルと入れ替わっ
たりと，鳥にもいろんな関係があるのだと思った」と
変化を表現する者もいた。
目を閉じたり臭いを嗅いだりしながら意識的に調査
をしてみると，普段は気づかないままやり過ごしてし
まっている身の回りの様々な現象があることに気づ
く。そうした様々な現象（情報）に囲まれていること
への「気づき」を観察フォーマットの最後に記録して
いく。全員が戻ってから順に報告をしていくと，それ
ぞれの「感性」や「気づき」を理解し共有することが
できる。
ここまでの予行練習は，作業手順の説明に10分程
度，観察に30分程度，報告で30分程度かかるので，計
1コマ（90分）は必要になる。したがって，その後の
「（5）予行練習後の作業例：比較と関係性」の作業
は，次の時間帯に行うことになる。
上記の一連の予備的作業は，ビジネス・サファリに
取り組む上では非常に重要なイントロダクションの役
割を果たす。商店街やショッピングモールなどの
フィールド（調査場所）に立ったとき，どんな音が聞
こえて，どんな臭いがするのか，そこから感じ取られ
る独特の「場の空気」をどうやって言葉で表現すべき
50
か，思考を巡らせることになる。それこそが，フィー
ルドリサーチの醍醐味でもある。その第一歩を経験す
ることが，ここでの目的でもある。
この予行練習を行う意図や目的は，観察調査をする
前に説明するべきか，観察が終わった後で説明した方
がいいかは，悩ましいところである。最初に説明する
と，学生はより意識的に観察するだろうが，逆に意識
しすぎて過剰な調査結果に至ってしまうこともある。
何だかよく解らないままとりあえず観察してみて，
「何に気づきましたか？」「普段はそれに気づいていま
したか？」といった問いかけをすることで，自分たち
の観察結果を再評価してもらい，こうした調査の重要
性を理解してもらう方法もある。反面，観察する意図
も目的も解らないまま「とりあえず行ってこい」と先
五感を研ぎ澄ます予行練習シート①「観察する」
・2〜3人ひと組になって，ひとりは観察者，もうひとりは記録者になる。
・日時と天候，調査場所，調査メンバーを記入したら「聞く，見る…」の順に作業を行う。
・観察者はそれぞれを「できるだけ多くの言葉を使って」表現していき，記録者はその言葉を記入していく。
・次に観察者と記録者は交代して「聞く，見る…」の順に同じ作業を行う。
・終わったら，調査メンバー全員が集まり，結果を報告する。
日時と天候 　　年　　月　　日　　時　　分〜　　時　　分　天候
観察場所
調査メンバー
観察者：
記録者：
聞く
目を閉じるとどんな音が聞こえますか？聞こえる音のすべてについて，何の音で，
その大きさや音色の違い，特徴などを表現して下さい。
見る
目を開けると何が見えますか？見えるものすべてについて，それは何で，その形や
大きさ，色や模様，特徴などを表現して下さい。
触れる
目を閉じて身近にあるものに触れて下さい。それは何で，どういう感触なのか，特
徴を表現して下さい。
臭いを嗅ぐ
目を閉じて身近にあるものの匂いを嗅いでみて下さい。それがどんな匂いか表現し
て下さい。
変化を観察する
周りを見渡して変化しつづけているものを見つけて下さい。何がどう変化している
か説明して下さい。
気づいたこと
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生から言われるので，モチベーションに個人差が出る
ことがある。「今日は，五感を使った調査を試しても
らいます。みなさんの感性を高めるために，いつもよ
り敏感になって，身の回りの物事を観察してみて下さ
い。」といった表現で観察に行ってもらうのが，筆者
の経験からすれば妥当なようである。どの方法にする
かは，教師の意向やクラスの雰囲気，学生たちの意欲
などに配慮して決めるのが最善だと思われる。
予行練習のフォーマットと学生の観察結果は，「五
感を研ぎ澄ます予行練習シート①，②」及び図1のと
五感を研ぎ澄ます予行練習シート②「味わう」
a）お菓子バージョン
・2〜3人ひと組になって，ひとりは観察者，もうひとりは記録者になる。
・観察者は目を閉じる。
・記録者は，固形のお菓子を用意し，それが何か分からないようにして観察者に渡す。
・観察者は，「触れる，臭いを嗅ぐ」の作業を順に行い，それぞれを「できるだけ多くの言葉を使って」表現
していく。記録者はその言葉を記入していく。
・次に観察者は，実際にそれを食べて味を説明する。食感や香り，どのような音がするか「できるだけ多く
の言葉を使って」表現していく。記録者はその言葉を記入していく。
・観察者は目を開け，記録者から同じお菓子をもうひとつもらう。
・観察者はそれを「見て」から，鼻をつまんで臭いを嗅ぐことができない状態で食べてみる。
・観察者は，その時の食感や香り，どのような音がするか「できるだけ多くの言葉を使って」表現してい
く。記録者はその言葉を記入していく。食べ物を味わう舌の場所による違いを表現してもよい。
・次に観察者と記録者は交代して同じ作業を行う。
・終わったら，調査メンバー全員が集まり，結果を報告する。
b）飲み物バージョン
・飲み物を用意して同様の活動を行う。その際，コップの形を変えたり，ストローを使ったりした場合も比
較する。やけどなどをしないよう気を付けて温度変化を味わいながら，その違いを表現する。
日時と天候 　　年　　月　　日　　時　　分〜　　時　　分　天候
場所
調査メンバー
観察者：
記録者：
触れる
目を閉じて記録者から渡された食べ物に触れて下さい。それはどういう感触なのか
表現して下さい。
臭いを嗅ぐ
目を閉じて記録者から渡された食べ物の匂いを嗅いでみて下さい。それがどんな匂
いか表現して下さい。
味わう
目を閉じて記録者から渡された食べ物を食べてみて下さい。味や食感，香り，音な
どを表現して下さい。
気づいたこと
52
おりである。
なお，予行練習②「味わう」を行う場合には，事前
に参加者の好み（好き嫌い）やアレルギーなどを確認
しておく必要がある。また，観察者の目を隠すために
アイマスクを数枚（参加者が10名であれば5～6枚）用
意しておくと便利である。お菓子は素手で触るので，
練習の前後には手洗いを行うとともに，ウェット
ティッシュを用意しておくとよい。したがって，手洗
いのための時間や洗面所にアクセスしやすい教室の確
保も必要である。練習で用いるお菓子は，いろいろな
種類のお菓子がひとつずつ小袋に入っているアソート
パックのものが適している。そのなかでも，クッキー
やチョコ，せんべい，和菓子など，できるだけ多様な
種類のお菓子を観察者に食べてもらうと，いろいろな
感想を得ることができる。特に，最近の学生は和菓子
をあまり食べないので，洋菓子ほど香りや甘みが強く
なく，しっとりとした食感の和菓子に対してカル
チャーショックのような感想を述べる者が少なからず
いる。
4-2　ビジネス・サファリの実際
（1）調査対象の設定
①対象物，②場所，③事象を絞り，④テーマを決定
する。例えば以下のとおり。この時，対象物を先に決
めてから場所やテーマ決めても構わないし，テーマを
決めてから対象物や事象を決めても構わない。整合性
がとれているのであれば，①～④を決める順序は各自
で相談して決めてもさほど支障はない。なお，こう
いった作業をする際に，神原・大林（2014）で紹介し
たブレーンストーミングの手法が有効である。
①対象物：人（通行人，買い物客，乗降客，旅行客
など），およびその特徴（性別，年齢，グループ
構成，服装など），店舗構成，品揃え，客単価，
店員の特徴や年齢構成，店舗の内外装や看板，店
頭プロモーションなど
②場所：商店街や飲食店街，ショッピングモール，
原宿・表参道といったファッション文化の発信
地，秋葉原電気街や神田古書街といった古くから
ある専門的な商業エリア，観光地・リゾート地
（国立・国定公園，史跡，京都や鎌倉などの古
図1　学生による観察結果
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都，温泉街，海水浴場，スキー場，避暑地な
ど），水族館や美術館・博物館，駅ビル・駅ナカ
（駅構内の売店や飲食店），駅のホーム・改札や電
車の中など
③事象：休日のショッピングモールにおけるヤング
ファミリーの購買行動，平日のオフィス街におけ
るビジネスマンのランチ事情（昼食行動），夏休
みの観光地における消費行動（ビーチの消費行動
など），ハロウィンやクリスマスの繁華街におけ
る店頭プロモーションや買い物客の行動，夏祭り
における露店の構成と観客の購買行動，卒業式時
期の武道館前のファッション，コンサートやス
ポーツイベントでのファンの服装と行動など
④テーマ：流行りモノと定番モノ（変化と不変），
差別化と同質化，グローバル化とローカル化，地
域活性化の現状と課題，観光客（日本人／外国
人）の行動特性とそれへの対応課題，観光パンフ
レットと現実のギャップなど
（2）事前調査
ネット検索，ガイドブック，新聞，テレビ，映像資
料ですでに分かっていることを調べ，ワークシートを
用意し，ビジネス・サファリでどのようなことが分か
るか予想する。グループ内で作業分担をする。ただ
し，ある分担を単一の個人がやるのではなく，複数の
人間が担当するようにする。
（3）ビジネス・サファリの実施
五感を研ぎ澄ました観察を行い，特に予想していな
かった驚きがないかを探る。
実施にあたって，両手が使えるようにバックパック
かショルダーバッグを利用するなど，標準的な遠足や
ハイキングに行く際の準備をすると良い。学生証の携
行は常識，そして参加者全員が大学名の入ったユニ
フォーム着用とまでは言わないが，何らかの大学名の
入ったもの，例えばファイルホルダーや事務用品，場
合によっては腕章などを携行するのも良い。
特記すべきは，対象となるフィールドにおける
TPO を考えた服装，歩きながらあるいは立ったまま
でワークシート記入やメモが取れる筆記用具の携行，
カメラ，スマートフォン・タブレット・PC 等を携行
する場合は必要なアプリケーションのインストール，
利用の習熟，そして充電・バッテリー対策をすること
が重要である。
（4）ビジネス・サファリ報告会
ワークシートを集計し，発見した事実をまとめ，成
果を図表化する。特に予想していなかった発見を大事
にする。調査した事実をベースに，比較や関係性を分
析し，予想が実現したならその根拠を明確にし，予想
しない驚きにどういった説明ができるか考える14）。
簡便な手段として，写真やスケッチにアテレコ，あ
るいは4枚の写真・スケッチを並べて4コマ漫画風にス
トーリーを作製し，発表する。
あるいは，ポスターセッションを作製する。ポス
ター用紙1枚を有効利用して成果を発表する。より時
間をかけるならば，パワーポイントのスライドでプレ
ゼンテーションを行うことや，ビジネス・サファリ自
体をテレビ番組として編集し，番組を作製するつもり
で進行表と資料を用意し，疑似テレビ番組として発表
するのも興味深い。
5．ビジネス・サファリの実例
以下では，筆者らが取り組んできたビジネス・サ
ファリの実例を紹介していく。最初に，フィールド
ワークの基本的な手法について説明する。次に，テー
マを設定しないで，自身が見たことや経験したこと，
気づいたことなどをまとめ，その傾向や特徴，仮説な
ど抽出していく「問題発見型」の調査手法を紹介す
る。学生が自分で事前に問題意識や仮説などを設定し
たり，教員からテーマを与えられたりする「テーマ設
定型」の調査方法については別稿とする。
基本的な調査手法（手順）は以下のとおりである。
（1）調査項目を決める
これは，「4-2　ビジネス・サファリの実際」の
「（1）調査対象の設定」で説明した内容と同じであ
る。各自の興味や関心，講義の趣旨や課題に合わせて
対象物，場所，事象，テーマといった基本的な調査項
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目を設定する。先述したとおり，調査項目を決める順
序は，整合性がとれているならバラバラでも構わない
し，テーマは設定してもしなくても構わない。
調査項目を決める順序に拘る必要がない理由は，最
初にひとつの調査項目を決めると，他の項目が必然的
に決まっていくのが一般的だからである。より高度で
専門的な調査の場合には，調査項目の設定に慎重さを
要するが，少なくとも学部レベルの調査ではこうした
ケースはあまりない。むしろ，調査すべき項目をきち
んと調べていなかったり，所与のテーマを十分に理解
していないまま調査をしていたり，調査したにも関わ
らず取るに足りない不要な情報だと判断して記録して
いなかったり，重要な情報に気づかないままやり過ご
すといったことの方が多いのが実情である。したがっ
て，まずは基本的な所作を踏襲させることが何よりも
重要になる。
初学者の学生が取り組みやすいのは，近隣の商店街
やショッピングモールでの買い物客や店舗構成の調
査，飲食店でのメニュー構成や客層，内外装などの調
査である。特に，広めの飲食店（ファストフードや
ファミリーレストラン，フードコート，カフェなど）
の場合，ゆっくりと座って周囲を観察したり，自分が
注文した料理を食べたりしながらフィールドノーツを
書くことができる。無断で料理や店内の写真をパシャ
パシャ撮るなどの目立った行動（迷惑行為）でもとら
ない限り，ひっそりと観察メモを取る程度であれば許
容される範囲の行動であろう。フィールドワークに慣
れるための練習場所として，近隣の商業施設や飲食店
を幾つか候補としておさえておくことをお勧めする。
事象やテーマも，最初は取り組みやすいものを設定
した方がよい。特定の商業施設について全体的な特徴
を把握するだけでも構わないし，人気カフェの来店客
調査や，観光地における飲食店の特徴など，ある程度
焦点を絞っても構わない。また，「2つの対象を選んで
比較する」というのは，基本的で取り組みやすいテー
マのひとつになる。マクドナルドとモスバーガー，セ
ブンイレブンとローソン，原宿と渋谷，都心と郊外な
ど，2つの対象を取り上げて，商品やサービス（メ
ニュー），客層（年齢，性別，髪型やファッション），
店舗構成，店頭ディスプレイなどを比較するのは，初
学者向けに効果的な手法といえる。その後，個人経営
のカフェや雑貨屋，巣鴨や高円寺といった個性的な街
などを調査することで，比較対象を増やしていくこと
ができる。こうしてある程度慣れた段階で，講義テー
マに沿ったより専門的な調査を行うのが望ましい。
（2）フィールド（現場）での基本行動
フィールド（商業施設や飲食店などの調査場所，現
場）に立ったら，まず行うことが全体を観察すること
である。次に，絵や図を描く（撮る），集める，数え
る（測る），といった作業を行う。これらの基本的な
調査行動をきちんと全うするか否かで研究成果はほと
んど決まる。フィールドワークは，統計分析に比べれ
ば，一見，誰にでも取り組めそうな簡単な調査方法に
見られがちである。そのため，こうした基本的な所作
をついつい怠ってしまい，最低限の成果すら得られな
いケースが非常に多い。基本を疎かにして何かを成し
遂げようとしたり，達成したかのような気になったり
するのは，どこの世界にも共通する事実であろうが，
その点についても指導する必要がある。
①全体を観察する
例えば，商店街やショッピングモールに出向いた
ら，いきなり目にとまったお店に入って調査をするの
ではなく，商店街や建物全体を示した案内表示やマッ
プなどに目を通し，全体像を把握してから個別の調査
に進むようにする。これをしないまま調査を進めてい
くと，特定のエリアを見落としてしまう可能性が高く
なる。商店街もショッピングモールも，端から端ま
で，地下から最上階（トイレや駐車場・駐輪場）ま
で，くまなく見て回ること。観光地のような広範なエ
リアでも，できる限り全体を見て回るようにする。
端の方にある目立たない存在から，新たな発見が得
られることもあるのが，フィールドワークの面白さで
もある。特に観光地の場合，中心的なエリアには，大
型のレストランや土産物店，ホテルなどが建ち並ぶ
が，商店街の外れには細々と営業をしている古い家族
的な飲食店や，地元の若者が様々な試行を凝らしなが
ら運営している飲食店や雑貨屋などがあったりする。
こうしたマイナーな存在から情報を得ることも重要で
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ある。
学生によるフィールド全体の記録は図2のとおりで
ある。
②絵や図を描く（撮る）
まずは，調査地の立地（地理的特性）を描くこと。
主要駅からの距離，周囲の主な店舗，住宅地なのか
ロードサイドなのか，一目で分かるような簡単な地図
を描く。小売店や飲食店であれば，店内レイアウトや
商品（料理）の絵を描いてみる。絵心のある学生であ
れば，店員の服装や内外装などを詳細に描くこともで
きるだろう。お店の許可が得られれば，料理や店舗の
写真を撮ることもできる。駅前など，全体が見渡せる
場に立って周囲をビデオ（動画）に収めることもでき
るだろう。絵や図，写真や動画は，文字では表現しき
れないだけの説得力をもっている。また，自分で絵を
描くことで，フィールドの特徴を整理することができ
る。学生たちの描いた絵は図3～5のとおりである。
③集める
百貨店やショッピングモールの入口などに置いてあ
るフロアガイド，イベントやキャンペーンなどのチラ
シ，飲食店などのショップカード，メニューや商品説
明が掲載されたリーフレット，商店街や観光地のガイ
ドマップ，自身が飲食したり購入したりした商品のレ
シートなど，フィールドで入手できる資料はできるだ
け広範に収集すること。観光地などには，現場でしか
入手できない資料がいくつもあるので，資料収集は特
に注意すること。
図2　エリアごとの店舗構成
図3　店舗の立地図を書く
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「集める」とは，調査対象や調査地に関する「情報
収集」活動であり，それらに関する事実を裏付ける物
的証拠となる。必要であれば，店員やお客，地元の
人々などとのさりげない会話から情報収集することも
できるし，地域の歴史博物館や図書館などで資料収集
することもできるだろう。集めた資料は自分なりに整
理してストックしておくこと。写真や PDF で残して
おくこともひとつの方法である。集めた資料はいつで
も捨てることができるが，報告書やプレゼン資料を作
成する際に必要な情報が手元にない場合，そのためだ
けに再度収集しに行かなければならなくなるので，資
料はできるだけ広範に収集しておいた方がよい。
④数える（測る）
調査対象の特徴などをカウントする。店舗の数（業
種・業態），顧客の数や店員の数（性別，年齢，グ
ループ構成など），商品カテゴリーやメニューの種
類，平均価格帯や客単価，店舗や売り場の広さ，棚の
高さ，サービスの提供時間（注文してから料理が出て
くるまで），駐車場の車や観光バスの台数，立地（駅
からの所用時間）などを数える（計測する）。
物事を数字で表現することで，誰にでも解るように
対象を説明することができる。「あのカフェには女性
がたくさんいました」というより，「あのカフェに
は，女性が10組（26人），男性が2組（5人）でした」
と説明する方が，その店の特徴を明確に伝えることが
できる。また，物事をカウントすることで意外な事実
を発見することもある。筆者のゼミで秋葉原のメイド
図4　カフェの店内レイアウトと客層の記録
図5　店舗の外観や店員の描写
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カフェを調査した際，男性のみや女性のみの個人やグ
ループに混じって，男女カップルの客数が30 % 程度
いたことが判明した。つまりメイドカフェは，特定の
男性層（オタク層）だけでなく，男女の友人や恋人た
ちもデートなどで楽しむために訪れていることが推測
できたのである。
カウントに関しては，予め，比較基準となる店舗な
どの標準的な面積を把握しておくと，調査対象を比較
しやすい。コンビニエンスストアは100～150㎡が標準
的な面積であり，小売店でも1000㎡を超えると大規模
小売店となる。また，自分の手の平のサイズ（手を広
げたときの親指の先から小指の先までの長さ）や，自
身の目線の高さ，歩幅などを覚えておくと，おおよそ
の商品の大きさや棚の高さ，売り場面積などを把握す
ることができる。
学生がカウントした例は以下の「フィールドノーツ
1，2」のとおりである
⑤経験する
フィールドでは，オブジェのような存在になって客
観的な立場から観察することもできるだろうが，実際
にお店で商品やサービスを購入したり，店員や他の利
用客に積極的に話しかけたりすることで経験的な情報
を得ることもできる。飲食店では，オススメの商品や
人気商品などを聞き，実際に自分で購入したり食べた
りしながら，最近の売上や客層の変化，店主のこだわ
りやお店の成り立ちなどを聞き出すことができるだろ
う。観光地では，自分でレストランや温泉，旅館など
を利用しながら，商店主や女将さん，現地のガイドな
どから地域の活性化に対する様々な意見を収集するこ
とができるだろう。こうして集めた様々な意見（人々
の主観）と，自身が感じた経験（自分の主観）とを比
較検討することも，貴重な調査となる。
「③集める」は，パンフレットやチラシといった
フィールドに関する客観的で安定的な情報，どちらか
と言えば個人差や時間的変化が生じにくい「静的な情
フィールドノーツ1
2016年4月24日（月）16：10～17：30，晴れ
中目黒高架下商店街を一往復した時に
・ すれ違った車4台（全て品川ナンバー），通行人28人（スーツは11人）
・35店舗中23店は飲食店
・29店はダウンライトを使用
・ 30店はお店の入口を開けたままにしていた（開放感？入りやすさ？）
・ 33店はガラス張りで外から店内が見えるようになっている
・ A5ランクの肉，9000円の座布団，おでんの大根ひとつ280円など商品は高価
・ 高架下周辺には昔からある古い居酒屋が10店舗ほどあった
フィールドノーツ2
16：30「カフェラウンジ L」に入店（駅南口から徒歩約5分）
1．店舗概要
・営業時間　11時30分～24時（11時30分～17時はランチタイム）
・席数50席（カウンター席6席，テラス6席）
・ 内装：薄暗い照明で白い壁に12個の絵画，JAZZ 系の音楽が流れる。天井が高い。アート（作
品）が多く置いてあり，おしゃれで雰囲気が良い。
・店員：キッチンに20代の金髪男性と大学生くらいの女性，ホールは20代女性1人
・服装：黒いキャスケット，茶色の無地 T シャツ，G パン，スニーカー（全員同じ服装）
2．客層：13人（2人組5組，1人3組），年齢層は高め
・20代女性2人…スカート，ヒールでエレガントな服装
・60代男性1人…コーヒー飲みながら読書
・30代男性1人…スーツで PC 作業
・50代女性と40代女性…2人ともスカートにヒール，会社員同士の様子
・30代男性と40代男性…2人ともスーツ，紅茶を飲み，仕事の話をしながら PC 作業
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報」を一方的な形で収集する作業である。これに対し
て「⑤経験する」は，自身の実体験を踏まえた主観的
で不安定な情報，個人差や時間的変化が生じやすい
「動的な情報」を収集する活動といえる。フロアガイ
ドや観光マップなどは，誰が収集しても大差はない。
しかし，お店の料理や接客への感想，店主との会話な
ど，フィールドと自分自身との相互作用にもとづく情
報は，極めて個人差が生じやすい。料理や接客への評
価は，自身の好み（味覚）や価値観が反映されやす
い。料理の写真を撮ったり，味付けや店員の言動を書
き留めたりすることは事実の記録だが，それを「味が
濃い／薄い」「親切／お節介」と付記するか否かは個
人差（主観）がある。話を聞き出すリサーチャーの能
力（会話力や質問力など）によっても，得られる情報
には差が生じる。また，平日と週末，繁忙期と閑散期
（トップシーズン／オフシーズン）とでは，店員の接
客態度や混雑度に対する印象（主観）は変わるだろ
う。他にも，天候や時間帯，調査相手の体調や気分
（機嫌），他のお客の存在（年齢，性別，グループ構
成，国籍など），リサーチャー自身の体調や気分な
ど，経験的情報は調査時点での様々なコンテクスト
（文脈や背景）の影響を受けやすい。しかし，それも
またフィールドから得られる貴重な情報であり，決し
て無駄な情報ではない。したがって，自身がどのよう
なコンテクストで調査をしたのか，気づく範囲で記録
しておくことも必要である。
学生による経験的調査の記録はフィールドノーツ3
と図6のとおりである。
⑥記録する
上記の「④数える」は，物事をカウントすることで
記録に残す方法だが，その他にも，自分が見たものや
図6　自分たちが食べたものを描写する
フィールドノーツ3
　より詳細な情報を手に入れるため，コーヒーショップ「A & C」で話を聞いてみた。
Q：来店する方はどんな人ですか。
A： 4月にできたばかりの店なので見るだけの人が多い。立ち寄る人は地元の方で，よくお喋りに
来る方もいる。アーティストの方もよく来る。
Q：お店の特徴はどんなところですか。
A： コーヒー，日本茶，小物雑貨を販売していて，イートインコーナーはアトリエ兼カフェのよ
うにしている。お茶やコーヒー豆にはこだわっており，ケニアの「キアマバラ AA」は日本で
取り扱いが当店のみである。小物雑貨はマニアな方しか買わない。
　このお店は，お茶やコーヒー豆にこだわりが強い人たちをターゲットにしていることから，地
元の美味しいコーヒー屋さんとして地域の人々が訪れる場であり，また小物を出展するアーティ
ストの交流の場でもあることがわかった。
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購入したもの，気づいたことなどを記録することも重
要である。来店客の特徴（年齢や性別，服装，購入し
ている商品など），店員の特徴，駐車場の車の車種や
ナンバー，来店客や観光客の会話内容や方言の特徴，
団体旅行者のツアー名や旅行会社，自身が興味をもっ
た旅行者の言動（外国人のツアー客，修学旅行生な
ど），自身の行動（買い物や観光）などを記録する。
これらの情報を記録する際，⑤の経験的情報（主
観）を交えながら記録することが多いだろう。例え
ば，混雑する飲食店で食事をしていた時，「隣のテー
ブルでは家族連れが騒がしかったので，落ち着かない
気分だった」と記録するようなケースである。隣に家
族が座ったのは事実であるが，騒がしいと思うか否
か，落ちつくかどうかは人それぞれの主観である。こ
うした場合，後で事実と主観をある程度区別して整理
できれば問題はない。できれば，その家族がどのよう
に騒がしかったのかという事実を描写するとともに，
周囲の他の客も迷惑そうにしていたのか，同様に騒が
しかったのか，幼い子供がいれば泣いたり騒いだりす
るのは当たり前だと自分は思うのか否か，そもそも騒
がしくしても許される店なのか，といったことも考え
ながら記録できると望ましい。
学生による記録はフィールドノーツ4～6のとおりで
ある。
6．まとめと将来課題
本稿では，「問題発見型」のビジネス・サファリを
紹介した。教室内で完結する AL 授業はそれなりの成
果を生むが，しばしば単なるおしゃべりの場と化すこ
ともある。ビジネス・サファリにも危険性はあり，漫
然と散歩して終わりという可能性もあるから，目的性
と規律性を維持して実施する必要がある。しかし，こ
れまでの経験では，学生達は精力的に参加し，ビジネ
ス・サファリに没入し，時には寝食を忘れて結果の取
りまとめをやろうとすることの方が多かった。身近な
テーマと TPO を考えたビジネス・サファリは優れた
成果を生む可能性が高い。
フィールドノーツ4
〈時系列的な行動記録〉
16時42分　ガトーショコラを注文
16時44分　スーツの男性が退店
16時49分　ガトーショコラくる
16時52分　20代男性2人組（カジュアルな服装）が入店，入口付近のテーブルに座る
16時58分　ホールに20代前半女性加わり，2人体制になる
17時前後　20代女性2人組は就活の相談やピーチジョンの新作品など会話，30代女性はひとりでボトルワイン
を飲んでいる
17時10分　会計をして店を出る，ガトーショコラ600円
フィールドノーツ5
〈調査対象の詳細な行動記録〉
a）20代後半くらいの女性
・入店してからまず売り場を一周
・写真を撮りながら5分かけてレジまで。パン3品を購入し，テイクアウトで出店
b）30代前半くらいの外国人3人組（男2女1）
・入店してまず女性が店内を一周。四角い形のパンに驚き，3人で写真を撮り始める
・女性が写真を撮り続ける間，男性がパンを購入。1分20秒でレジに到達
・男性2人合わせて3品をテイクアウトで購入。女性は何も買わずに出店
c）30代後半くらいの男性
・入店するとそのままレジへ直行
・コーヒーとメキシカンバーガーを注文し，大きなテーブルに着席
・パソコンを開き，オーダーを待つ
・料理が運ばれてくるとまずはそれを食べ終え，コーヒーを飲みながらパソコンに向かう
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将来課題として，次のステップとなるテーマ設定型
ビジネス・サファリの紹介を計画している。何らかの
カルチャーショック，あるいは日常の謎をスタートポ
イントとし，事前調査を行い，その謎を明らかにする
ための見通しを立てテーマを設定し，調査を行い検証
することにより当面の結論に到達し，報告する。続い
て，まだ分かっていないことはどんなことなのか。そ
れを明らかにするには，どのような情報・データをど
のような手順で集めればいいのか。そうすれば，どん
な結果が出ると予測できるのかを考え，次のテーマ設
定へという反復的な仮説検証作業は科学的手法の王道
である。テーマ設定型ビジネスサファリは，仮説検証
型作業の訓練として有効であり，より専門的な行動観
察（エスノグラフィー）や本格的なフィールドワーク
への導入として活用できると考える。
注
1）問題発見型ビジネス・サファリと総称としてのビジネス・
サファリを厳格に区別する必要がない場合は，単にビジネ
ス・サファリと記すことにする。
2）http://berd.benesse.jp/koutou/research/detail1.php?id=5169
（2017年9月20日アクセス）
3）加藤（2016）は，学生の学習を浅い傾向と深い傾向に分類
している。また，深い傾向とは，自分の関心や将来のために
学ぼうとする，自分の興味や目的をもって授業に参加する，
適切な予備知識がある，高い概念レベルに焦点をあて，第一
原理から学び，順に構造化された知識基礎を求める，関連性
のない詳細な事柄よりも理論的に学ぶことを好みその能力が
あることといった傾向をあげている。つまり，この分類から
みると，多くの学生の学習は浅い傾向を強くもち，深い傾向
への移行を促すことが重要であることがわかる。
4）探検家のグーリー（2016）は日常を探検に転換することを
提唱している。グーリーによれば，探検とは研ぎ澄ました感
覚力で何かを発見し，それを知覚力で理解したものを分かち
合うことであると言うことができる。五感を研ぎ澄まし，日
常を見直すことにより，意識し，関係を考え，記憶し，伝え
あうことにより，平凡な日常も驚きにあふれた世界に変貌す
るのである。意識の転換に成功した学生は深い傾向を持つ学
習が可能となる。
5）ビジネス教育を行うにあたって，満たすべきビジネス教育
の標準を考えることが重要である。永松（2017）は歴史学の
AL 授業を紹介するなかで，米国の歴史思考の標準を紹介し
ている。それを参考にして，ビジネス思考の標準を，以下の
4つの力に集約することができる。
　　1． ビジネスに関連する社会的事象に関する様々な資料か
ら，その内容を科学的に適切に読み取る力
　　2． ビジネスに関連する社会的現象に関して，他の事象と
の因果関係や，時間の推移に伴う変化などを論理的に
考察し，その意義や意味を解釈する力
　　3． ビジネスに関連する社会的現象に関して，多面的・多
角的に考察し，複数の解釈が成立することに気付き，
解釈の根拠や論理を説明する力
フィールドノーツ6
〈店内の観察記録〉
①概要：TC ベーカリーは改札の目の前ということもあり，若者から主婦層，中高年まで様々な客層の方が来
店していた。イートインスペース（34席）の奥にはバーカウンターがあり，その前には4人掛けのテーブル席
2つと，2人掛けのソファー席がひとつ用意されていた。
②品揃え：パンは，クロワッサンやスコーン，マフィン，クッキーなど甘くておやつ感覚で食べられる商品
が多く取り揃えられていた。「プレッツェルクロワッサン（310円）」が人気らしく，店頭入ってすぐのところ
にたくさん置かれていた。パンはひとつひとつが大きく，ボリュームがあるように思う。飲み物はチョコ
レートドリンクやコーヒーだけでなくアルコールも取り扱っていた。そのためか，お酒にあうような角切り
のペパロニピザや，クロックムッシュ，ペッパーチェダーオニオンなどが揃えられていた。
③値段：パンが大きいからかもしれないが，最低でもひとつ200円，クッキーは1枚300円，小さくカットされ
たピザでも360円，商品によっては1000円弱と，どれも価格設定は高めであった。自分も「プレッツェルクロ
ワッサン」を購入しようとレジに並んだが，他のお客は1～2個ぐらいしか購入しておらず，1度に多く購入す
る客はあまりいないように思えた。
④特徴：改札の目の前にあるため，パン好きな女性客だけでなく，通勤時に立ち寄るビジネスマンや少しの
ブレイクタイムにも利用してもらいやすいと思われる。また，パン屋にしては夜遅くまで営業しており，ア
ルコールの取り扱いがあるため，仕事終わりの社会人も多く取り込めると思われる。ただ，商品の価格設定
が少し高めなため，若年層の取り込みは難しいであろう。
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　　4． ビジネスに関連する社会的現象に関して，その意義や
意味を総合的に表現するとともに新たな課題を見つけ
る力
6）HEIB 講座（注7）において，大林守は25年間担当し運営委
員長を経験，神原理は15年間担当し運営委員長を務めた。国
際交流センターにおいて，大林は2015年まで14年間センター
長を勤め，BCL（注8）を担当し，現在も BCL 講師を担当し
ている。神原理は通算4年間センター委員，BCL コーディ
ネーターとして10年間継続している。ビジネス・サファリ開
発・実行にあたって，HEIB 講座担当者，国際交流センター
BCL 担当者，そして何よりも参加した学生諸君の協力が不
可欠であった，記して感謝する。
7）35年間にわたって継続，女子学生比率の上昇により発展解
消した女性消費者問題専門家（HEIB：Home Economist In 
Business）養成準備講座である。HEIB 講座は有料課外講座
で，学生は授業料以外に会費を納入し，週2回の企業人招待
講演，春と夏の長期休暇を利用した会社・工場見学を兼ねた
合宿に参加するものであった。くわしくは，出牛（2003）参
照。
8）BCL（Business, Culture and Language Program）プログラ
ムおよび専修大学国際交流センターに関しては，大林
（2015）参照。
9）留学生達が秋葉原や原宿などへフィールドワークに行く際
に，後述するシティ・サファリを留学生用にアレンジして
Sakariba Safari という名称を利用してビジネス・サファリの
前身と言えるものを試行したこともあった。
10）NHK の「ブラタモリ」のような番組をみせ，キャスティ
ング，番組進行を参考に発表を番組仕立てにすることによ
り，単なるプレゼンテーションより興味深いものとなる。ま
た，しばしば考現学的な番組を放映する，テレビ朝日の「タ
モリ倶楽部」は考現学的な企画が豊富で参考になる。
11）ケビン・コスナー主演の映画「ダンス・ウイズ・ウルブ
ス」が評価されており，コスナーふんする騎兵隊員がアメリ
カ・インディアンとの接触を通じて体験したカルチャー・
ショックと自己変容の経験は人類学者がフィールドワークで
経験するものと同様であり，かつ映画の中でコスナーがつけ
ているメモは人類学者のつけるフィールドノートと同じであ
るとしている。ビジネス・サファリに出る前に，ビデオの視
聴をさせて参考にすると良い。
12）結果をまとめる際には，調査中に考えた様々なレベルや
色々のタイプの見通しについて，その抽象度，理論やデータ
との関係などを中心に整理し，それらの見通しの階層関係や
相互関係から，主要な成果を明らかにすることが重要となる
と述べている。
13）PC やスマートフォンの機能など，適切なソフトウエアや
アプリケーションをインストールすれば，容易に作成するこ
とができる。動画の編集も可能であるから，テレビ番組仕立
ての映像プログラムも作成することができる。
14）2017年9月に京都で行ったビジネス・サファリでは，家計
調査において京都市が日本で最もパンを消費する都市である
ことから，パン屋をターゲットとし，パン屋見学と人気パン
の購入・実食を企画した。京都大学経済研究所の好意により
その施設を利用した経緯から，京都大学吉田キャンパス周
辺，具体的には今出川通りのパン屋20数店を候補とした。旅
程上，平日の午後に徒歩で3時間ほど行った。結果として，
京都のパン屋は小規模かつ早朝から営業するため，人気商品
がほぼ売り切れ状態で，パン自体の調査は失敗と言わざるを
えなかった。購入することのできたパンの実食を行ったもの
の，人気パン入手の失敗もあり，ビジネス・サファリとして
は未消化であった。一方で，パン屋の主人や従業員の余裕時
間があったため，様々な聞き取りや新情報の入手という副産
物があり，その副産物のいくつかは次の展開への貴重な情報
となった。
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